
「現代文B」における「読むこと」の授業づくり
～「論理国語」を意識して～

１.単元を通して生徒に身に付けさせたい資質・能力

２.単元の内容・構成

３.評価の場面の精選

４.指導案検討会参加者の声

５.研究授業参観者の声

６.授業者の感想

０.はじめに

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・「現代文B」における「読むこと」の授業づくり～「論理国語」を意識して～
・このスライドのメニューは御覧のとおりです。



０.はじめに
令和４年度、東京学芸大学「探究プロジェクト」と北海道教育委員会の「授業改
善セミナー」がコラボレーションし、授業者と複数の協力員が指導案の検討を重
ね、セミナー当日に研究授業を行いました。

このスライドは、指導案検討から当日の研究授業後の協議までの流れを追体験し、
御覧いただいた先生方の今後の授業改善にお役立ていただきたいという方針で作
成しました。

皆様の御参考になれば幸いです。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・令和４年度、東京学芸大学「探究プロジェクト」と北海道教育委員会の「授業改善セミナー」がコラボレーションし、授業者と複数の協力員が指導案の検討を重ね、セミナー当日に研究授業を行いました。
・このスライドは、指導案検討から当日の研究授業後の協議までの流れを追体験し、御覧いただいた先生方の今後の授業改善にお役立ていただきたいという方針で作成しました。
・皆様の御参考になれば幸いです。




１.単元を通して生徒に身に付けさせたい資質・能力

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・それではまず、「１.単元を通して生徒に身に付けさせたい資質・能力」と授業についてお話しします。
・研究授業に向け、まずは単元を通してどのような力を生徒に身に付けさせたいのかということを、授業者の先生と検討しました。



本単元で、生徒に身に付けさせたい資質・能力は？

１.単元を通して生徒に身に付けさせたい資質・能力

・話すこと・聞くこと、書くこと、読むこと、どの領域ですか？

・その領域のどの指導事項について、指導して身に付けさせたいのですか？

・その指導事項を指導するための言語活動、教材は？

年間指導計画に明記すべきこと

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・国語科の授業においては、単元において話すこと・聞くこと、書くこと、読むことの３つの領域のうち、どの領域を指導するのかを明確にすることがとても大切です。
・そして、指導する領域のうち、どの指導事項について、指導して身に付けさせるのかを明確にすることも必要です。
・領域、指導事項が決まったら、その指導事項に指導するためにふさわしい言語活動を考え、教材を選定します。
・もちろん、これらの事項はすべて、年間指導計画に記載されているはずのことですが、今回は、現時点での生徒の状況を踏まえて改めて検討することとしました。



今回の研究授業の授業者の思いは・・・

１.単元を通して生徒に身に付けさせたい資質・能力

・とても真面目で、何事にも一生懸命取り組む生徒が多い。

・その反面、大人の言うことに疑問を持たないか、疑問を持ったとしても
それを表現をしない生徒が多い。

そんな生徒に・・・・

他人の意見を鵜呑みにせず、批判的
に検討する力を身に付けてほしい

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・授業者は、日頃、生徒を指導していて次のように感じていました。
・とても真面目で、何事にも一生懸命取り組む生徒が多い。
・その反面、大人のいうことに疑問を持たないか、疑問を持ったとしてもそれを表現しない生徒が多い。
・授業者は、そんな生徒たちに、他人の意見を鵜呑みにせず、批判的に検討する力を身に付けてほしいと考えました。



２.単元の内容・構成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・次に、前スライドで示した授業者の思いを踏まえて検討した単元の目標、言語活動について、最終的なものが完成するまでの過程を説明いたします。



授業者の思いを踏まえ、研究授業の単元の目標を・・・
● 現代文Ｂ（２内容 (1) ア）

● 論理国語（〔思考力・判断力・表現力等〕 Ｂ読むこと (1) ウ）

「主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章や資料
の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈している」と設定

２.単元の内容・構成

「文章を読んで、構成、展開、要旨などを的確に捉え、その論理性を評価
している」に設定。
次年度以降を見据え、論理国語で授業をする場合も想定すると・・

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・指導案検討チームは、授業者及び研究授業協力員8名で構成しました。
・今回の授業は、「現代文Ｂ」での実施でしたので、まずは検討の結果、単元の目標を「文章を読んで、構成、展開、要旨などを的確に捉え、その論理性を評価している」に設定しました。
・そして、新教育課程への対応を見据え、令和５年度から実施される論理国語に置き換えた場合、どのような目標になるかについて検討し、B読むことのウ、「主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章や資料の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈している」と設定しました。
・すなわち、「現代文Ｂ」の目標を設定する際は、旧学習指導要領の指導事項から、「論理国語」の目標を設定する際は、新学習指導要領の指導事項から目標を設定するということです。



設定した目標（批判的に読む）を達成するための
単元を構想する

授業者が最初に提案した単元の内容・構成の案（案１）

① 筆者の主張を検証し、図式化する。

② 筆者の主張に対する違和感、疑問点を探す。

③ 出された疑問をもとに筆者への手紙文の形式で自分の意見を書く。

２.単元の内容・構成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・単元で指導する領域・目標が定まった後は、チームで本単元の指導の流れ、言語活動の設定についての検討に入りました。
・生徒が、文章を批判的に読む力を身に付けるために適した言語活動についての検討です。
・このスライドは、授業者が最初に提案した単元の内容・構成の案になります。
・筆者の主張を図式化し、主張に対する違和感、疑問点を探して、最終的には出された疑問をもとに、筆者へ手紙文の形式で自分の意見を書くというものです。
・自分の思いを込めやすいということで、授業者は最後に手紙を書くという言語活動を設定しました。



● 案１に対して検討会で出された質問・意見等
・生徒は今まで書く活動を通して読む力を培うような言語活動をしたことはあるのか。

・批判的に読むためには、筆者の考えを的確に捉える必要がある。それに加えて自分の考えを
表現させるのであれば、それまでに踏むプロセスが大切である。

・言語活動はディベートなどにしたら生徒同士のレスポンスがあり、より考えが深まるのでは
ないか。

・批判するとは、論理展開への批判なのか、文の中身自体への批判なのか。

・教材の中身を捉えているかどうか、生徒に模擬授業をさせるのもいいのではないか。

・生徒の主体的で積極的な読みを引き出し、身に付けさせたいことを
確実に身に付けさせるために言語活動などを整理したい。

授業者のまとめ

２.単元の内容・構成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・この案に対して、検討会では、「生徒はこれまでの学習で、今回の手紙を書く活動のように、書く活動を通して読む力を培うような言語活動をしたことがあるのか」、「批判的に読むためには、筆者の考えを的確に捉える必要がある。それに加えて自分の考えを表現させるのではあれば、それまでに踏むプロセスが大切である。」といった質問や意見が出されました。
・特に批判の対象をどのように設定するのかは、この後の検討会でも何度も話し合われることになります。
・授業者は、様々なアイデアがあふれていてやってみたいことがたくさんあったので、生徒の主体的な読みを引き出すためにはどのような単元の流れが適切で、どのような言語活動がよいのか整理し、次回の検討会に向けて単元の指導計画を作成するということで一回目の検討会は終了しました。



授業者が２回目の検討会で示した単元の指導計画
２.単元の内容・構成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・スライドに示したのは、2回目の検討会にて授業者から提示された、単元の指導計画から単元の流れを抜粋したものです。
・前回の検討会で出された、生徒が模擬授業を実施するという言語活動が新たに設定されています。



① 筆者の主張を図式化し、模造紙にまとめる。

② 筆者の主張に対する違和感、疑問点（ツッコミポイント）をグルー
プで探す。

③ 各グループで出されたツッコミポイントを模擬授業の形で他の生徒に
説明し、その後、自身で文章化する。

授業者が２回目に提案した単元の内容・構成の案（案２）

２.単元の内容・構成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・単元の流れをまとめたスライドです。
・前回からの変更点は、筆者の主張を図式化したものを模造紙にまとめた後のところからです。
・図式化してまとめたものに対してグループで違和感や疑問点（ツッコミポイント）を探すこと
・その後、各グループで出されたツッコミポイントを模擬授業の形で全体共有するという言語活動が設定されたこと
・以上の２点になります。





● 案２に対して検討会で出された質問・意見等

・今単元においては論理展開について批判するということでよいか。

・模擬授業の後に自分の意見を文章化するとのことだが、その文章で本単元の目標が実現したのかどう
かを評価するということでよいか。

・本単元までに、文章を批判的に読むという活動がなかったのであれば、論理展開とは何か、それぞ
れの段落の役割はどうかなどの読み方について、まずは丁寧に指導する必要がある。

・文章を図式化するのでなく、それぞれの段落に何が書かれているのかを箇条書きにし、段落の役割
を明確化する方がよいのではないか。

授業者のまとめ

・本文の読み取りに関して、図式化することにこだわらず、もっと取り組
みやすい方法を検討したい。

・評価の場面が多いので、評価のポイントを焦点化する必要があるのではないか。

２.単元の内容・構成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・案２に対して、検討会で出された意見です。
・ここでも、検討チームのメンバーから、忌憚のない意見や質問、提案がたくさん出されました。
・授業者からは、文章を図式化するということにこだわっていたため、生徒が批判的に文章を読むために、取り組みやすい方法を検討するというまとめがありました。
・後日、授業者から話を聞いたところ、授業に対する自分の考えに対し、様々な意見をいただき、とてもスリリングであったとのことでした。



 単元の流れ 

次 学習活動 指導上の留意点 評価規準・評価方法等 

１  

１ 

導入 

① 「敬語とは何か」を考える。 

② 本文を通読し、疑問点を挙

げる。 

③ キーワードを挙げる。 

④ 新出語句の意味調べ  

① いつ、どんな場面で使うか。５０字程

度で記述。 

② 語句/内容に関する疑問点を挙げさ

せる。 

③ キーワードは頻出語句・タイトル

で使用されている語句とする。  

④ 本文理解に欠かせない語句。 

（個人の活動） 

C 自分の考えを記述してい 

る。（記述の点検） 

A 語句の意味を理解してい 

る。（記述の点検） 

ワークシート No.1 

２  

２ 

評論の読み方を知る。 

①  「キーワードによる分析」 
②  「段落の初めと終わり

に注目する」 
 

① キーワード分析表を作成。 

色分けし回数を確認、本文の構造

について気づきを整理させる。 

② 形式段落ごとに始めと終わりに注

目させる。その文体にも注目。分析

表も参照する。 

（ペアワーク） 

B 本文の構造を捉え、筆者の 

主張を理解している。 

（記述の点検） 

ワークシート No.2 

C 意欲的に活動している。 

 （行動の観察） 

  

３ 

筆者の主張を整理する。 

「ピクトグラムで説明する」 
① キーワードのピクトグラムを

考える。 

② 全体で筆者の主張を再確

認する。 

 

① ピクトグラムの例を挙げ、絵言葉で

表現することを説明。「敬語」「共

通語」「方言」のキーワードに基づ

き考えるように指示。 

② ピクトグラムを用いて筆者の主張

を説明し直す。 

（ペアワーク） 

B ピクトグラムを作ることで筆

者の主張への理解を深めて

いる。（記述の点検） 

ワークシート No.2 

C 工夫しながら取り組んでい

る。（行動の観察） 

３  

４ 

 

 

 

５ 

考えを深める。 

① 本文批評 「『いいね！』と『

なんでやねん！』を見つける」① 
② 共感・違和感の理由を探る

。 

 

③比較読み 

 相反する立場で書かれた文章

を読み、論を検証する。 

④本文批評 「『いいね！』と『な

んでやねん！』の見直し」 
⑤ 振り返り 

 

 

① 筆者の主張に対する共感・違和感 

を感じる箇所を見つけ、付箋で視覚

化、全体で共有。 

②  共感・違和感への理由を根拠・具

体例とともにワークシートに記述。内

容的な批評、表現的な批評を行う 

③ 根拠と主張に注目して読む。どちら

の論が納得できるか考える。 

④ 改めて筆者の主張に対する共感・違

和感を見直す。 

⑤ 自分にとっての「敬語」を 50 字程

度で記述。導入と比較して自己評

価。 

（個人の活動） 

A 本文の語句の意味を理解

し、正しく使用している。 

（記述の点検） 

B 本文を読むことで自分の考

えを深めている。（記述の分析） 

ワークシート No.3 

 

授業者が３回目の検討会で示した単元の指導計画２.単元の内容・構成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・スライドに示したのは、３回目の検討会にて授業者から提示された単元の指導計画から単元の流れを抜粋したものです。
・今回は、文章をキーワードにより分析したり、筆者の主張を整理するためにピクトグラムを作成したりするという活動、さらに、筆者の主張を整理した後に、それに対しての「いいね」と「なんでやねん」、つまり共感と違和感を探し、その理由を記述するという活動が入りました。






① 本文をキーワードで分析した上で、形式段落に注意しながら整理する。

② 筆者の主張をピクトグラムで整理し、説明する。

③ 筆者の主張に対する共感、違和感を具体的な理由とともに記述する。

④ 筆者の主張と異なる立場で書かれた文章を読み、筆者の主張を検証する。

授業者が３回目に提案した単元の内容・構成の案（案３）

２.単元の内容・構成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・単元の流れをまとめたスライドです。
・特に、新たに入ったピクトグラムで整理するという活動には実施の有無を含め、多くの意見が出されました。
・今回示された、筆者の主張に対する共感、違和感を具体的な理由とともに記述するという活動は、決定案に繋がる活動となっています。
・また、筆者の主張を整理し、共感、違和感について記述した後、筆者の主張と異なる立場で書かれた同じテーマの文章を読み、筆者の主張について改めて検証するといった活動も追加されています。



● 案３に対して検討会で出された意見等

・生徒がクリティカル・シンキングの考え方を上手く使えるようにすれば、キーワードによる
分析やピクトグラム作成の作業は行う必要はないのではないか。

・ピクトグラムについては授業者が作成した物を紹介するのはどうか。ビジュアルの情報があ
れば生徒の本文理解が深まるのではないか。

・今単元で大切なのは、生徒が文章中の主張と根拠を理解し、批判することである。それがで
きるのであれば、他の文章を読んで比較しなくても単元の目標を達成できるのではないか。

・評価の場面については、もっと精選することができるのではないか。

授業者のまとめ

・３つの観点の評価場面を精選する。ピクトグラムの作成や、他の文章を読
んで比較することについては、本単元の目標と生徒の実態を改めて考慮し
た上で、どうするか検討する。

２.単元の内容・構成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・案３に対して検討会で出された意見等です。
・キーワード分析やピクトグラム作成など、新たな活動が出てきたことに対し、その必要性や妥当性について熱心な議論がありました。
・また、評価の場面については、まだまだ精選が必要などの意見が出されました。
・授業者からは評価の場面の精選、実施する活動を再検討するとまとめがありました。




授業者が４回目の検討会で示した単元の指導計画①２.単元の内容・構成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・スライドに示したのは、４回目の検討会において授業者から提示された、単元の指導計画から単元の流れを抜粋したものです。
・これが、検討を経て固めた最終的な単元の指導計画になります。





授業者が４回目の検討会で示した単元の指導計画②２.単元の内容・構成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・単元の指導計画の続きです。




① 本文中の筆者の主張と前提となる事実、キーワードをまとめる。

③ 図解をもとに、論の展開に説得力が「ある、ない」と思う箇所を探し、
その根拠を明確にしてその理由を記述する。

② 筆者の主張を主張・事実・根拠・裏付けの４要素にまとめ図解する。

授業者が４回目に提案した単元の内容・構成の案（案４）

２.単元の内容・構成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・単元の流れをまとめたスライドです。
・本文のキーワードを抽出するという作業は、前回の検討会において、なくてもよいのではという意見もありましたが、これにより生徒の読みを確かなものにしたいという授業者の思いから、実施することになりました。
・その後、筆者の主張を「主張」、「事実」、「根拠」、「裏付け」の４つの要素にグループごとにまとめ、図解することにより、本文の理解を深めることとしました。
・そして、その図解をグループで分析し、論の展開に説得力が「ある、ない」と思う箇所を探し、その根拠を明確にして、その理由を記述するという活動を設定しました。



論理国語における知識及び技能の目標の設定について

当初は「論理国語」の「２ 内容」の〔知識及び技能〕
（１）のイの指導事項をもとに設定
「論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句の量
を増し、文章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙を豊かにするこ
とができる。」

単元の内容を検討していく中で・・

（２）のアの指導事項をもとに設定することに変更
「主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深め
ている。」

２.単元の内容・構成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・最初に説明しましたように、本単元は「現代文B」における実践ですが、令和５年度から実施されます「論理国語」で同じ内容を実施した場合に、新学習指導要領の指導事項に照らしてどのような目標になるのかということについても検討してきました。
・検討を重ね、実際の生徒の活動が整理されていく中で、「知識及び技能」の目標については、新学習指導要領の「論理国語」の「２　内容」の〔知識及び技能〕(1)のイの指導事項をもとに設定した設定から、（２）のアの指導事項をもとに設定した「主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めている」に変更することにしました。
・当然、年間指導計画において、単元ごとに、どの指導事項を指導するのかが明記されている必要があります。
・ですから、このように、指導事項を計画から変更することになった場合は、１年の中で指導事項の指導漏れが発生しないよう、全体の計画を見直すとともに、生徒にも説明する必要があります。



授業者や協力員にとっての学び
～目標の達成に向けて単元の内容・構成を考えるにあたって～

単元の内容・構成について考えていく中で、様々なアイディアがたくさん出て
きて、全部詰め込みたくなってしまうことがある。

→それぞれはいいアイディアだとしても、全てが単元の目標の達成につながる
ものとは限らない。

単元の目標の達成という視点で、アイディアを取捨選択
することがとても大切。

何を入れて、何を外すか・・・・

２.単元の内容・構成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・単元の内容・構成を考えていく中で、様々な面白そうな言語活動のアイディアがどんどん溢れてくるという経験はみなさんもあるのではないでしょうか。
・それぞれは面白そうないい言語活動だとしても、全て盛り込むことが単元の目標の達成につながるものとは限りません。
・単元の内容・構成を考えて行く中で大切なことは、目標の達成につながるものとなっているかという視点です。
・本単元で使わなかったアイディアは、別の単元の目標の達成につながるものかもしれませんので、浮かんだアイディアをストックしておくとよいでしょう。




本時の指導案

２.単元の内容・構成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・指導案検討においては、単元の指導計画に加え、研究授業の学習指導案についても検討しました。
・スライドに示したのは、本時の指導案です。研究授業は本単元全６時間中の５時間目に実施されました。
・赤枠で囲った部分は本時の評価の観点、評価規準、評価方法です。




３.評価の場面の精選

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・続いて評価の場面について説明します。



３.評価の場面の精選

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・検討会でも数回指摘がありましたが、単元のどの場面において、どの観点を評価するのか、評価の場面を精選することは単元の構成を考えていく上で非常に大切です。
・本単元では、最終的に記録に残す評価は、３観点で各一回ずつになりました。
・第１次で知識・理解の評価を行うこととしました。模造紙の展開図を評価材料として、「筆者の主張と根拠を把握するために文や文章の組み立てについて理解しているか」を評価します。
・評価の方法は、模造紙に生徒がまとめた展開図の記述の点検です。



３. 評価の場面の精選

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・第２次では、読む能力の評価を行うこととしました。筆者の主張を批判的に読み、説得力がある又はないと判断する理由を根拠、具体例とともに記述することができているかどうかをワークシートで確認します。
・ここで最も留意すべき点は、文章を書かせていますが、「読む能力」の評価であるという点です。
・指導の結果、「読む能力」が身に付いたかどうかを判断する材料として、生徒の記述を確認するということです。
・文章を書かせているからといって、「書く能力」を評価してはいけません。
・第３次では関心・意欲・態度の評価を行うこととしました。
・ここでは、評論文の読み方が、第１次からどのように変化したのかについての記述を確認することで見取ります。
・評価を行う際には、常に目標に照らしてどうであるかという視点を忘れてはいけません。



４.指導案検討会参加者の声

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・それでは次に、指導案検討会に参加された先生方の感想を紹介します。



４.指導案検討会参加者の声

○ 教材があって目標があるのではなく、まず目標を設定し、目標の達成
に向けて教材や言語活動を設定するのだということに改めて気付いた。

○ 単元の目標を達成するために、色々なアプローチがあることに気付く
ことができた。

○ 次年度は自分が授業者となり、新学習指導要領の科目で研究授業をし
てみたいと思った。

○ 自校で授業をする際にも、単元の目標をしっかり意識していきたい。

○ 自校には自分しか国語科の教員がいないので、色々な考えを聞くこと
ができてとてもよかった。

○ これからは、目標と指導内容、目標と評価の一体化について、十分に
意識した授業づくりをしていきたい。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・検討会に参加された先生方からは、授業づくりについての多くの学びがあったとの声が寄せられています。
・特に、目標と指導内容、目標と評価がしっかりとつながることの重要性について、改めて強く意識するようになったことが有意義であったとの声が多かったです。




５.研究授業参観者の声

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・続いて研究授業を参観してくださった方々の感想を紹介します。



５.研究授業参観者の声

○ 研究授業参観者の声①
・「批判的に読ませる」という取組はしたことがなかったので、今回の授業
を参考にやってみたいと思った。

・論理的な文章の読み方について指導した上で、筆者の主張を捉えさせ、さ
らには筆者の主張に対する自分の考えを記述させるという一連の指導の流
れがとても参考になった。

・「共感」、「違和感」を「いいね」、「なんでやねん」というフランクな
言葉に置き換え、生徒が取り組みやすいようにしていた。こうした少しの
工夫で生徒の取り組み方は変わると思う。

・文章の内容を生徒に図式化で整理させ、その図式を見て生徒がどれだけ読
めているのかを評価するという説明が、これから自分が評価の方法を考え
ていく上で非常に参考になった。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・研究授業を参観した皆さんからは、とても勉強になったという声が寄せられました。



５.研究授業参観者の声

○ 研究授業参観者の声②

・「いいね」を省き、「なんでやねん」に焦点を当てた展開にした方が、生
徒のすることが絞られてよかったのではないか。

・批判的に読むことでどのような力が身につくのか、どのような視点が得ら
れるのかを生徒に伝えることが重要なのだと感じた。

・15分で取り組む課題としては難易度が高いと感じた。

・本時の取組について理解しきれないまま、グループワークを始めている生
徒もいたため、もう少し時間をかけて説明した方がよかったのではないか。

・読ませたいポイントを例示するなど絞ると、よりよい実践になったのでは
ないか。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・また、勉強になったという声だけでなく、今回参観した授業をよりよくするためにはどうしたらよいかといった視点での御意見もたくさん寄せられました。
・例えば、生徒の学びの様子から、「いいね」と「なんでやねん」については「なんでやねん」に絞った方がよかったのではないか、批判的に読むことでどのような力がつくのかを生徒がもっと理解することが大切ではないかなどの感想などです。



５.研究授業参観者の声

○ 研究授業参観者の声③
・内容理解、本文に対する批判的検討、自己の考えの表現それぞれにおいて
評価の場面が設定されており、生徒の学習状況を多面的に見ることができ
るよう工夫されていたと思う。

・評価方法が「記述の確認、点検、分析」となっていたので、書くことは苦
手だが、実は読み取って理解することはできているという生徒の評価につ
いてどのようにしているのか。

・評価の妥当性を高めるためにも、生徒の学習履歴を残すためにもICTのツー
ルは積極的に取り入れていく必要がある。

・今回、生徒を評価する際のポイントとして、「根拠」立てができているか
があると思う。その部分をより授業内で強調することで、生徒が目標の達
成により近づいたのではないか。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・評価に関する質問や意見もたくさん寄せられ、学習評価に関する関心の高さが伺えました。




６.授業者の感想

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・最後に研究授業授業者の感想を紹介します。



６.授業者の感想

約三ヶ月という時間をかけ、多くの先生方にアドバ
イスをいただきながらの研究授業は、大変貴重な経験
となりました。指導案検討会の中で、自分だけでは思
いつかないアイディアをいただいたり、新たな知識を
得たりすることもでき、苦労というよりも楽しく充実
した時間を過ごせたことを嬉しく思います。
本単元を終え、多々反省点はありますが、これから

も学習指導要領をよく読み込んで、今後の指導に活か
していきたいです。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
・このスライドでは単元の内容・構成が、複数の指導案検討会を経て、どのように変遷していったのかを中心に説明しました。
・授業者の感想にもあるように、指導案検討会では、1人では思いつかないアイディアを創発することができたり、授業者からのアイディアに修正を加えたりしました。
・こうしてできあがった授業は、まさにチームでつくった授業となりました。
・このスライドを御覧になってくださっている先生方の学校規模や生徒の実態も様々かとは思いますが、単元の内容・構成を考えていくときの参考になれば幸いです。





制作・協力
北海道教育委員会 国立大学法人東京学芸大学
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